
  

 

 

 

 

 

        
 

 

校長  伊東 優子 

先日、夏至を迎え、日没までたっぷり時間がある毎日ですが、これからは日に日に日没が早まっ

ていくと思うと、日中にやれることをたくさんしておかなくては…と、きぜわしく思う今日この頃

です。 

 オリンピックも近づき、ワクチン接種も身近でも行われるようになりました。幸い、本校児童は

まだ一人も感染していません。本校の感染防止対策や、ご家庭での感染防止に積極的にご協力いた

だいているおかげだと思います。感謝申し上げます。しかし、どれだけ注意をしていても、目に見

えないものですし、これだけまん延しているのですから、いつ感染してもおかしくありません。や

むを得ないことだと思います。感染者が出ても、差別したり特別な目で見たりせず、寛容な心で接

することができるよう学校でも指導しています。 

 さて 6月も終わり、夏休みまで１か月となりました。 

 学習の様子を見ますと、どの学年も 4 月に比べると、落ち着きも集中力も増しています。ただ、

例年と違うのは、この時期に行っていた運動会や遠足が延期になっており、学級全体が一致団結し

たり、学級の友達と楽しい時間を共有したりする場が少なくなっていることや、校外学習も中止に

なっていることです。おそらく子ども達には楽しみや刺激が少なくマンネリ感があるのではないか

と思います。特に運動会は、上級生のかっこいい姿を見て、自分たちもそうなりたいと思ったり、

上級生に面倒を見てもらってうれしいと感じたりするよい機会でもあるので、それが延期になって

いるのは、目標に向けての意欲づけや日常生活にメリハリをつけるうえで、残念なことだと思いま

す。そういった懸念もあり、いくつかあらためて生徒指導上で児童に指導した事があります。本学

校だよりの 3ページ・4ページ目に記載しましたので、ご家庭でも気を付けていただければと思い

ます。よろしくお願いいたします。

   当別町立西当別小学校 学校だより 
令和３年 ６月 ３０ 日  第４号 
 
【学校教育目標】 
心ゆさぶる感性 のびのび語り合う子 
学び求める知性 ぐんぐん学び合う子 
生き方磨く個性 もりもりきたえ合う子 

今こそ「早寝，早起き，朝ごはん」運動を！ 

家庭学習時間  学年×１０分＋１０分 

☎ 0133－26－2170  学校ＨＰ http://portal.town.tobetsu.hokkaido.jp/school/nishitobetsu-el/ 

 

「最近の様子から」 

 

 

 

 

６月２３日（水）に小中交流会を実施しました。この 
日は６年生が西当別中学校に朝から登校して、中学校で 
１日を過ごす日です。 
 ６年生の子どもたちは緊張しながらも、一生懸命、そ 
して楽しそうに過ごしていました。体験授業は、国語と 
理科そして体育です。小学校で一人の先生が教えるのと 
は違い、専門の先生から受ける授業になります。専門的 
な内容や、工夫を凝らしたものなど、とても新鮮だった 
のではないかと思います。また、給食時間は３０分とい 
う短い時間しかなく、先輩方に手伝ってもらいながら配 
膳を終えて食べていました。ここは卒業までに練習が必 
要かもしれませんね。 

  まだまだ中学校に対する期待と不安があるとは思いま 
すが、中学校の先生や先輩方と触れ合えたことで、雰囲 
気を感じ取ることができたのではないでしょうか。 

 

 

 

 



 

 

 

 

                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜 行   事 

1 木 
参観日（１・２年・たんぽぽ） 

外国語（１・２年、５・６年） 

2 金 
DT算数 

休業前清掃（３・５年） 

3 土  

4 日  

5 月 参観日（３・４年） 

6 火 

２年校外学習（おたる水族館） 

＊２年生弁当持参 

たんぽぽ学級 zoom交流会 

7 水 
会議日 図書返本（～９日） 

外国語（３・４・５年） 

8 木 外国語（５・６年） 

9 金 ５年校外学習（宿泊学習買い物） 

10 土  

11 日  

12 月 ５年宿泊学習（道民の森）① 

13 火 ５年宿泊学習（道民の森）② 

14 水 
５年回復休 

休業前清掃（３・４年） 

15 木 
夏休み図書貸出（～19日） 

休業前清掃（１・２年、たんぽぽ） 

16 金 会議日 

17 土  

18 日  

19 月  

20 火  

21 水 
夏季休業前集会（meet） 

お迎え下校訓練 

22 木 夏休み～8／18 

23 金  

24 土  

25 日  

26 月  

27 火  

28 水  

29 木  

30 金  

31 土  

 

 
 
 

新型コロナウィルス感染症まん延防止

中ではありますが、経過観察地域のため、

感染症対策を十分に行ったうえで授業参

観および懇談会を実施いたします。 

ご多用のこととは存じますが、ぜひ学

校での子どもたちの学習の様子や生活の

様子を見ていただきたいと思います。 

 

 

 

 

 

★児童の安全確保および感染症拡大防止

に向けて、様々な点でご理解とご協力

をいただきます。ご了承ください。 

 

 

 
 

６月３０日（水） ５・６年生 

７月 １日（木） １・２年・たんぽぽ 

   ５日（月） ３・４年生 

＊自家用車での来校はご遠慮くださ

い。駐車スペースはありません。 

＊参観中は会話は控え、保護者同士や

児童との間隔をできるだけ確保して

ください。 

＊上履きは各自でご持参ください。 

＊感染症拡大防止のため、マスクの着

用をお願いいたします。また、児童

玄関での消毒にご協力ください。 

＊体調不良や発熱等 

がある方は 

出席をお控え 

ください。 

 

 
 
 ３～６年生の体育の学習で、ボール投げの出
前授業をしていただきました。６月２５日（金）
が練習、７月２日（金）が測定の日です。 
元気な指導員の方にひっぱられながら、どの

学年の子どもたちも専門的な指導を受け、楽し
そうに取り組んでいました。測定の日がとても
楽しみです。 

 

  
 

 



◆◆◆◆                      ◆◆◆◆ 

今、世の中では、新型コロナウィルス感染症に対する危機管理が求められていますが、日々の生

活の中で「自分の命は自分で守ること」＝「命を守る行動ができること」はとても重要です。本校

でも、普段から大事な心構えとして、子どもたちに対して指導を行っているところです。 

この「命を守ること」の行動は、小学校の段階では、保護者や先生方の指導を素直に受ける時期

であるため、身の回りの危険についてひととおりの教育が可能な時期です。しかし、経験の不足か

ら、まだ危険を読み取る技能には未熟さがあり、潜在的危険（目に見えない危険がふくんでいるも

の）に対する判断が弱いときがあります。だからこそ私たち大人が、安全に行動することを常日頃

から伝えていくことが重要になるのだと思います。 

左の写真は、校区内にある用水路の様子で

す。柵が設置されているところもあるのです

が、道路から直接近づけるところもあります。

ここを渡ったり、物を流したりして遊んでい

る子どもたちがいました。さて、ここにはど

のような危険が潜んでいるでしょうか。 

まずは「水量」です。見てわかる通り、か

なりの深さがあると思われます。水の流れも

あるように見えます。人はひざ下の深さであ

れば、流れに逆らって歩くことはある程度可

能ですが、それ以上になってくると不可能に

なります。特に、小さな子どもであればあっ

という間に流されるでしょう。 

次に、「底が見えない」状況であることです。

実際、浅かったとしても、底に穴が開いてい

る場合があります。大人はひっかかることが

あっても、子どもは深くはまってしまうこと

があるかもしれません。 

夏の川の事故は主にこの２つが原因で起

こります。うちの子に限って…というのはあ

ると思います。ですが、現に毎年上記のよう

な事故が起きているのも事実です。 

安全指導には「交通安全」「災害安全」「生活安全」の３つがあり、「交通安全」であれば車や自転

車のこと、「災害安全」なら地震や火災で説明できますが、「生活安全」については生活の中での安

全指導ですので範囲も広く多岐にわたるうえ、状況判断がとても難しいのです。子どもたちが「命

を守る行動」をできるようにするには、潜んでいる危険を一緒に考えながら具体的に伝えることが

必要になってきます。 

「どうして気を付けなければならないか、わかりますか？」 

と、ぜひ家でも問いかけていただければと思います。 

暑くなり、子どもたちの行動範囲は広くなっていきます。保護者と学校 

そして地域が一体となって、子どもたちの危険回避能力を高めていけたら 

と考えています。 

 
 

 

 



◆◆◆◆                      ◆◆◆◆ 

最近、学校で起きていることで、おごったりおごられたりする子が多いことがわかりました。

「お菓子あげる。」「いいよ、おごってあげるよ。」と 

いう会話。この“おごり・おごられ”はお金の貸し借り 

に該当します。「お金に関するトラブル」は大人同士で 

も起きやすいものです。子ども同士であればなおさらの 

ことでしょう。 

さて、なぜお金の貸し借りは駄目なのでしょうか。 

このお小遣いのお金、お子さんはどこからきている 

お金なのかをご存じでしょうか。 

 

 

 

 

の２点をお子さんにしっかりと教えてあげてください。 

様々なことが毎日できているのは、お家の人が働いているからできているのだということを伝

えることが大事です。その上で、次の事を伝えましょう。 

「お金の貸し借り」はなぜ駄目なのか。 

 

 

 

 

 

特に（３）は重要です。“お菓子やカード、おもちゃを買ってあげたら、友だちが喜んでくれ

た！うれしい！！”という感情はあるかもしれません。ですが、友だち関係をつくるためにお金

を使うようになってしまうことは絶対に避けなければなりません。 

大切なのは、「お金の貸し借りはしないこと。今あるお金でくらすこ

とが正常です」ということを伝え続けていくことです。そして何かあっ

たらすぐ大人に相談することを話しましょう。考え方が伝わっていれ

ば、ちょっとした失敗も今後に活かすことができます。ただ叱りつける

のではなく、子どもと話し合いながら「お金」というものを一緒に考え

ていけたらと思います。 

 

 

 

 

＊お家のお金は、お家の人が毎日一生懸命働いたことでもらえているお金だということ 

＊そのおかげで、学校のことや習い事ができたり、食事や欲しいものが買うことができたり 

していること 

（１）子どもたち同士でのお菓子やカードを買ってあげる（おごり・おごられという行為） 

ことで、子ども同士に上下関係が出来てしまうことがあること 

（２）大きくなってから、たかりの対象になったりする可能性があること 

（３）お金でつくる友だち関係は、本当の友だちではないこと 

 

 

 PTA生活環境部の取り組みの一つである、花壇整

備作業が行われました。 

今年は「人権の花」運動というのが西当別小学校

にあたり、たくさんの花を植えることができまし

た。「人権の花」運動は、子どもたちが協力して育て

ることによって、生命の尊さを実感し、その中で豊

かな心を育み、優しさと思いやりの心を考えること

を目的としたものです。今年も３年生に 

も花植え作業を手伝ってもらい、きれい 

な花壇を作ることができました。あり 

がとうございました。 

 

 

 
 


